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會 岳 山 本 日 19 月 十 年 七 和 昭

閑

窓

記
伊
藤
秀
五
郎

雨

の

風

景

恐
ら
く
日
本
の
風
景
ほ
ど
、
少
く
と
も

中
部
日
本
の
風
景
ほ
ど
、
四
季
の
雨
に
適

し
た
風
景
は
な
い
で
あ
ら
う
。
春
雨
・
夕

立
・
時
雨
・
氷
雨
、
何
れ
も
趣
き
あ
る
風

情
で
あ
る
。
殊
に
五
月
と
十
月
の
、
も
の

静
か
な
、
柔
か
い
、
そ
し
て
ま
た
優
美
で

さ
へ
も
あ
る
内
地
の
雨
は
．
ひ
と
し
ほ
好

ま
し
く
思
は
れ
る
。
北
欧
の
霧
と
日
本
の

雨
は
、
そ
れ
ら
の
自
然
の
み
な
ら
す
、
時

に
し
ば
ノ
ヽ
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
於
け
る

北
欧
的
な
も
の
及
び
日
本
的
な
も
の
を
さ

へ
象
徴
し
て
ゐ
る
。
浮
世
縮
師
廣
重
が
、

如
何
に
優
れ
た
風
景
書
家
で
あ
つ
た
か
は

彼
の
多
く
の
作
品
に
見
ら
れ
る
雨
の
描
篤

に
於
て
最
も
端
的
に
知
り
得
ら
れ
る
と
同

時
に
、
少
く
と
も
中
部
日
本
に
於
け
る
雨

が
、
如
何
に
そ
の
風
景
構
成
の
上
に
重
要

な
る
要
素
を
な
し
て
ゐ
る
か
を
明
瞭
に
示

す
も
の
で
あ
る
。
よ
り
北
方
的
な
北
海
道
、

及
び
よ
り
南
方
的
な
蔓
湾
の
雨
に
、
何
れ

も
廣
重
の
優
美
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
な

い
の
は
極
め
て
し
ぜ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

マ
リ

ア
ｏ
シ

ヤ
プ

ド

レ
ー

ヌ

ル
イ
●
エ
モ
ン
の

マ
リ
ア
●
シ
ヤ
プ
ド
ン

ー
ヌ
の
邦
課
を
、
餃
先
の
つ
れ
づ
れ
に
讀

み
か
け
た
が
、
そ
の
優
れ
すこ
自
然
描
篤
に

少
な
か
ら
わ
興
味
を
肇
か
れ
て
、

一
氣
呵

成
に
讀
み
了
つ
た
。
課
文
の
流
暢
も
さ
る

こ
と
な
か
ら
、
原
文
の
美
Ｌ
さ
が
思
ひ
や

ら
れ
すこ
。
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
、
そ
れ
と
人

間
と
の
交
渉
と
が
、　
一
人
の
乙
女
マ
リ
ア

の
生
活
を
中
心
と
し
て
、
賓
に
巧
に
描
き

出
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
代
日
本
の
浅
薄
な
都

會
文
化
に
、
何
ら
の
反
省
も
な
く
陶
酢
し

て
ゐ
る
多
く
の
青
年
子
女
に
は
、　
一
顧
の

値
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
作
品
か
と
思
は
れ

る
が
、
少
く
と
も

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
の
シ

ベ
リ
ア
の
風
景
を
讃
美
し
た

一
節
に
同
感

を
禁
Ｌ
得
な
か
つ
た
讃
者
に
と
つ
て
は
、

一
讃
悔
な
き
こ
と
を
信
し
て
疑
は
な
い
。

常
代
我
国
の
作
家
に
、
一
人
の
ル
イ
・
エ
モ

ジ
の
存
在
し
な
い
の
は
、
そ
の
原
因
の
何

れ
を
問
は
す
、
淋
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思

ふ
。

マ
ウ

ン
ト

・
エ
ヴ

エ
レ

ス
ト

登
山
に
於
け
る
パ
ー
テ
イ
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ツ
プ
の
問
題
は
、
登
山
が
大
規
模
に
な

れ
ば
な
る
程
重
要
さ
を
増
す
こ
と
は
い
ふ

迄
も
な
い
が
、
こ
れ
は
登
山
に
の
み
限
ら

れ
た
問
題
で
は
な
く
、
外
国
の
科
學
的
探

険
除
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、
除
の
統

一
と

氣
分
の
融
和
に
就
い
ｆ
慣

一
方
な
ら
ぬ
苦

心
を
排
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ゾ
ド
の
名
著

日
，
①
Ｈ
Ｌ
ｏ

ｏ「
〓
８
ュ

国
お
Ｈ８
一
を
讀
む
も
の
は
、
第

二
回
及
第
二
同
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
探
険
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
つ
た
ジ
エ
ネ
ラ
ル
●
プ
ル
ー

ス
が
、
如
何
に
そ
の
任
に
相
應
し
い
才
能

の
所
有
者
で
あ
る
か
を
如
賓
に
知
り
得
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
プ
ル
ー
ス
に
恵
ま
れ

た
才
能
と
い
ふ
も
の
は
、
貸
に
十
六
世
和

以
来
代
々
彼
の
家
系
に
博
へ
ら
れ
た
遺
樽

的
能
力
で
あ
る
こ
と
を
、
英
四
の
史
家
ガ

ゾ
氏
が
、
そ
の
著
ｐ
ａ
】．毬
ｒ
目
①お
針
ご
蝙

卜
〓
澤
ヽ
　
の

一
章
に
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
私
は
数
年
前
札
幌
の
丸
善
の
貧
蒻
な

書
棚
の
中
に
見
出
さ
れ
た
こ
の
著
書
の
中

の

一
章
の

「
マ
ウ
ン
ト
■

ヴ
エ
ン
ス
ト
」

と
い
ふ
標
題
に
少
か
ら
わ
興
味
を
ひ
か
れ

た
。
山
登
り
と
直
接
開
係
の
な
い
こ
の
話

も
そ
の
興
味
か
Ь
書
い
て
み
た
の
で
あ

る
。
日
本
人
な
ら
ば
、
さ
し
す
め

「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
就
い
て
」
と
か
何
と
か
し

か
つ
め
ら
Ｌ
い
題
を
奥
へ
る
と

こ
ろ
だ

が
、
か
う
い
ふ
研
究
的
著
書
に
於
て
も
、

街
■
つ
マ
ウ
ン
ト
●
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
と
い

ふ
様
な
章
題
を
つ
け
て
、
私
の
如
き
門
外

漢
に
も

一
本
を
購
は
せ
る
あ
た
り
、
如
何

に
も
英
国
人
ら
し
い
と
感
し
た
の
で
あ
つ

峠
　
　
越

峠
に
開
し
て
は
、
大
島
君
の
名
作
を
は

じ
め
、
最
近
の
「
山
岳
」
誌
上
に
も
、
小
島

細
野
両
氏
の
興
味
あ
る
研
究
考
證
が
載
つ

て
ゐ
る
が
、
坪
井
九
馬
三
博
士
の

「
歴
史

地
理
學
」
の

『
峠
越
』
の
項
に
は
次
の
如

く
説
明
さ
れ
て
あ
る
。「
峠
越
と
い
ふ
の
は

甲
の
く
ぼ
み
か
ら
乙
の
く
ぼ
み
へ
出
る
と

き
に
、
そ
の
間
の
高
み
を
乗
越
え
る
鶯
に

こ
し
ら
へ
て
あ
る
、
聯
絡
の
道
筋
の
こ
と

で
あ
つ
て
ぅ
我
邦
に
於
て
用
ひ
る
意
味
で

は
、
山

一
つ
越
す
場
合
に
は
之
を
峠
と
い

ひ
、
幾
つ
か
の
山
を
績
い
て
越
す
場
合
に

は
之
を
越
と
い
ふ
。
依
て
比
二
つ
の
性
質

の
も
の
を
、
合
ぜ
く
峠
越
と
い
ふ
。
右
の

坪
井
博
士
の
著
違
は
、
か
な
り
奮
い
も
の

で
あ
る
が
、
歴
史
地
理
學
の
人
間
書
と
し

て
は
好
著
で
あ
る
か
ら

　ゝ
一
寸
思
ひ
出
し

すこ
ま
ま
に
書
き
抜
い
て
み
た
。

篤

生

の

時

「
新
し
く
得
た
印
象
を
書
き
記
す
に
は
、

早
過
ぎ
て
も
遅
過
ぎ
て
も
面
白
く
な
い
。

見
聞
く
あ
と
か
ら
、
す
ぐ
書
か
う
と
す
る

と
、
難
多
な
印
象
が
、
日
ま
ぐ
る
し
く
飛
び

出
し
て
来
て
筆
篤
を
迫
る
の
で
ゝ
そ
の
結

果
は
、
作
に
選
拝
と
餘
意
と
落
ち
つ
き
と

締
り
と
が
乏
し
く
な
る
。
ま
た
時
期
を
過

ご
し
て
書
く
と
、
印
象
が
不
正
確
に
な
り
、

稀
薄
に
な
り
、
又
作
者
の
主
期
が
ほ
し
い

ま
ま
に
飛
び
出
す
結
果
、
自
然
に
持
へ
事

の
差
出
日
が
多
く
な
る
。
恰
好
の
時
機
は
、

小
事
の
印
象
が
時
の
節
に
か
け
ら
れ
て
、

重
要
な
る
印
象
の
み
が
著
し
く
残
つ
た
時

而
Ｌ
て
残
つ
すこ
重
要
な
る
印
象
が
時
に
ぼ

か
さ
れ
て
稀
薄
に
な
ら
ぬ
中
の
、
中
間
期

に
あ
る
Ｏ
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
デ
ク
イ
ン
シ

イ
か
書
い
て
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
ま
こ
と

に
至
言
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
生
末
悪

文
の
私
な
ど
も
、
右
の
如
き
心
懸
で
修
練

を
積
ん
だ
ら
或
は
持
末

一
か
ど
の
文
章
を

書
き
得
る
様
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
明
治
以
来
我
國
の
山
岳

人
に
し
て
、
よ
く
シ
ユ
ス
タ
ー
、
ヤ
ゾ
グ

の
曇
を
摩
す
る
名
文
家
果
し
て
幾
人
あ
る

か
を
顧
る
と
き
、
作
文
の
難
き
を
思
ふ
と

同
時
に
、
ま
た

一
面
白
ら
慰
め
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
　
　
　
　
（
七
、
十
、
二
）
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井
戸
ゝ
中
川
雨
君
の
道
難
事
情

大
阪
工
大
山
岳
部

殖
民
地
二
於
ケ
ル
曇
育
運
動
目
盤
二
開
ス

″
報
告

（
昭
和
七
年
ヽ^′
文
部
省
螢
育
課

新
東
京
市
域
固
五
萬
分

一　
陸
地
測
量
部

飛
騨
史
壇
　
第

一
各
、
二
―
五
競

飛
騨
史
談
會

朽
　
細
　
九
月
槻
　
　
　
　
朽
細
山
岳
含

山
　
彦
　
九
、十
月
槻

東
京
山
彦
山
岳
含

岳
　
友
　
人
、
九
月
続
　
　
日
本
岳
友
含

山
　
幸
　
第
十
二
琥
　
　
　
阪
紳
山
岳
含

旅
　
行
　
九
、
十
月
競

東
京
旅
行
ク
ラ
ブ

ベ
ル
グ
　
九
、
十
月
槻
　
　
岡
山
山
岳
含

管
見
録
　
八
、
九
月
琥
　
　
大
阪
管
見
祗

山
と
漢
　
九
、
十
月
琥
　
　
山
と
漢
の
含

山
行
案
内
　
九
、
十
月
競

昭
和
マ
ツ
ジ
ト
ク
ラ
プ

山
　
　
　
九
、
十
月
琥
　
　
横
濱
山
岳
含

放
　
　
　
第
七
琥
　
　
　
東
京
暁
山
岳
含

放
　
　
　
九
、
十
月
銃
東
京
ア
ル
カ
ウ
含

Ｌ
ら
か
ん
ば
　
第

一
―
三
琥

郡
島
工
業
山
岳
會

Ｔ
Ａ
Ｃ
彙
報
　
第
二
　
　
　
戸
畑
山
岳
含

ペ
デ
ス
ッ
リ
ヤ
ン
九
月
競
　
開
西
徒
歩
倉

ア
ル
カ
ウ
趣
味
九
、
十
月
独

日
本
ア
ル
カ
ウ
會

東
京
市
山
岳
部
パ
ソ
フ
ン
ツ
ト
　
第
二

東
京
市
役
所
盤
育
含
山
岳
部

肇
溝
山
岳
彙
報
　
九
月
銃
　
豪
潟
山
岳
含

Ｒ
Ｓ
Ｃ
部
報
　
九
月
脱

リ
エ
ン
ク
サ
イ
ク
、
タ
ラ
プ

白
樺
山
岳
會
々
報
　
第
四
琥

東
京
登
歩
漢
流
倉
々
報
　
第
十
統

日
本
登
高
會
々
報
　
第
十
二
、
第
十
三
競

廣
島
山
岳
倉
々
報
　
九
、
十
月
競

東
京
み
な
か
み
會
々
報ヽ
　
第
六

一
銭

明
峰
山
岳
倉
月
報
　
九
、
十
月
競

紳
戸
ア
ユ
モ
會
々
報
　
十
月
競

神
戸
ヒ
ョ
ョ
登
山
會
々
報
　
九
月
践

山
の
巡
濃
　
第

一
脱
　
　
　
開
東
岳
愛
會

Ｔ
Ｂ
Ｋ
Ｒ
・Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
第
九
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東
京
登
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倉

京
都
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大
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近
傍
同
十
萬
分
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會
員
寄
贈
国
書

藤
木
九
二
著
　
岩
登
り
術

矢
澤
、
河
野
共
著

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内

以
上
　
松
方
二
郎
氏

岳
　
第

一
競
　
　
　
同
　
中
原
繁
之
助
氏

志
村
鳥
嶺
著
　
山
岳
美
期
　
第

一
、
二
輯

松
本
吐
芳
、
杉
村
楚
人
冠
著

温
泉
嶽
を
続
り
て

岩
澤
工
作
著
　
赤
城
山
か
ら
庚
申
山

大
阪
朝
日
新
聞
砒
編
　
山
の
博
説
と
情
話

以
上
　
田
中
正
男
氏

農
商
務
省
山
林
局
編
　
登
山
の
心
得

自
然
子
著
　
・山
一嶽
生
活

想
田
秋
暁
編
　
高
　
岳以

上
　
清
水
忠
雄
氏

購

入

国

書

大
町
桂
月
著
　
富
士
行

（
大
、
八
、
七
）

武
蔵
野
、
多
摩
横
山
競

（
昭
、
二
、
四
し

井
　
華
　
一
一
一
六
　
（
山
の
競
）

山
　
放
　
第

一
（京
都
讐
大
山
岳
部
報
告
）

白
　
樺
　
第
二
、
四
、
〔
白
棒
旅
行
會
）

山
の
旋
　
第

一
、
（
東
京
登
山
倶
業
部
）

族
　
想
　
第
二
　
（
共
族
會
）

山
の
ぼ
り
第
二
、
三
、四

（
ア
マ
チ
ユ
ア
山
岳
會
）

岡

一
男
氏
追
憶
、
母
故
々
路（

昭
、
六
、
一
〇
）

中
野
克
明
氏
追
憶
　
迫
憶

（
昭
六
、
一
０
）

向
島
豊
之
助
編
　
飛
騨
探
勝

（
大
九
、
二
）

太
陽
記
念
書
刊
　
日
本
山
水
大
湖

（
一〈、
一　一一、
ユハ
）

早
稲
田
文
學
　
秩
父
競

（
明
、
二
九
、
入
）

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

立
山
と
黒
部
映
谷

　

　

（
昭
、五
、
五
）

野
村
賓
氏
逍
憶
、
南
ア
ル
プ
ス
の
彗
に
清

た
し
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
、
五
、
一
）

小
島
烏
水
著
　
木
関
舟
　
（明
、
二
九
、
四
）

藤
島
廣
満
著
　
富
嶽
紀
行
（明
、
二
二
、
七
）

中
村
秋
季
著
　
ホ
イ
ツ
ト
ネ
征
服
記

（
昭
、
六
、
九

特
製
緒
葉
書
猥
賣
の
お
知
ら
せ

先
般
「
山
岳
」
第
二
十
七
年

一
琥
の
扉
稽

（
石
崎
光
端
氏
筆
・
き
わ
が
さ
草
）
を
結

葉
書
に
作
ら
せ
、
會
員
諸
君
の
た
め
賞
費

で
頒
賣
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
好
評
を
得

すこ
の
で
ゝ
今
回
更
に
第
二
十
七
年
二
競
の

扉
檜
（
同
氏
筆

●
千
島
ぎ
き
や
う
）
も
前
回

同
様
、
高
見
澤
本
版
製
作
所
で
別
漉
日
本

紙
の
結
葉
書
に
作
ら
せ

　ゝ
一
枚
五
錢
で
頒

頁
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
印
刷
枚
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
可
成
早
く
御
坤

込
下
さ
い
。

固

書

紹

介

近
畿
の
山
と
谷

（
住
友
山
岳
會
著
）
三
六
版
三
八
八
頁

一　
　
　
　
朋
文
堂
登
行
定
債

一
回
二
十
錢

一　
近
畿
の
山
の
案
内
書
と
し
て
は
、
今
ま

一で
艇
つ
た
も
の
は

一
つ
も
出
版
さ
れ
■
ゐ

一な
い
。
営
然
出
づ
べ
く
し
て
出
な
か
つ
た

一本
で
あ
る
。
近
畿
と
言
つ
て
も
何
し
ろ
随

一分
魔
般
に
渉
る
事
で
は
あ
り
、
案
内
書
とノ

一し
て
、
か
な
り
な
も
の
を
出
す
に
は
、
永

一い
年
月
と
多
人
数
を
必
要
と
す
る
。
開
西

一山
岳
界
に
於
け
る
永
い
歴
史
と
、
彪
大
な

一會
員
を
持
つ
住
友
山
岳
倉
に
し
て
始
め
て

面
来
た
仕
事
で
あ
ら
う
。

一　
範
回
は
東
に
鈴
鹿
、
北
に
比
良
山
系
、

一南
に
大
峰
、
大
蔓
ケ
原
、
西
は
因
但
國
境

一附
近
か
ら
伯
者
大
山
に
及
ん
で
あ
る
。

そ
の
内
最
も
こ
の
書
に
於
て
見
る
べ
き

・も
の
は
鈴
鹿
山
系
で
あ
ら
う
。
開
西
に
於

け
る
秩
父
と
で
も
言
へ
様
鈴
鹿
は
、
阪
神

方
面
か
ら
幾
分
足
場
が
遠
い
篤
、
ま
だ
入

る
人
も
多
く
な
い
。
此
の
方
面
に
詳
し
い

住
友
の
人
達
が
、
特
に
も此
虎
に
力
を
入
れ

て
世
に
紹
介
し
た
の
は
、
行
詰
り
か
け
て

ゐ
る
開
西
の
山
の
矯
に
喜
ば
し
い
ｃ

大
峰
方
面
又
は
因
但
國
境
方
面
に
や
ヽ

簡
略
に
過
ぎ
る
感
が
あ
る
が
、
何
れ
格
本

構
補
さ
れ
る
事
だ
ら
う
。

兎
に
角
開
西
の
山
案
内
書
と
し
て
近
頃

の
好
著
で
あ
る
。
　
　
　
（津
田
周
二
）

陸
地
測
量
部
新
刊
地
国
目
録

五
萬
分

一
地
形
岡
　
修
正

高
　
山
　
　
十
五
眺

富
　
山
　
　
十
四
班

同
　
　
　
　
十
五
続

字
都
宮
　
　
一　
貌

同
　
　
　
　
七
　
琥

同
　
　
　
十

一
競

飛
田
古
川

一
面

小
日
瀬
戸

一
面

深 古 宇 虻
都

谷 河 宙 島

一
面

一
一回

一
面

一
面
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木 長 甲 同

本 野 府
以
上
拾
試
面
・九
月
二
十
日
出
版

山

の

沿

息

自
山
の
旅

（
其

一
）

故
郷
の
名
山
、
白
山
を
目
指
し
、
去
る

七
月
二
十
日
夜
行
に
て
上
野
登
、
笠
日
越

中
城
端
に
下
草
陽
盛
り
に
小
瀬
峠
を
喩
え

庄
川
に
下
り
山
旋
の
第

一
日
を
醇
朴
な
西

赤
尾
の
宿
に
明
か
し
、
釜
朝
美
し
い
庄
川

の
風
景
を
賞
し
つ
ゝ
飛
騨
白
川
村
に
入
り

荻
町
に
泊
る
。
第
二
日
早
暁
出
登
、
印
象

的
な
幾
つ
か
の
村
落
を
過
ぎ
、
邊
か
に
豪

壮
な
る
三
方
崩
山
を
仰
ざ
、
森
林
美
と
漢

流
美
の
佳
境
、
大
自
川
を
迎
行
す
る
こ
と

三
里
に
し
て
彼
の
有
名
な
る
自
水
瀧
に
驚

異
の
限
を
み
は
り
、
自
水
温
泉
に
草
軽
を

脆
ざ
し
は
午
後
五
時
「
大
白
川
の
激
滞
の

傍
に
、
濠
々
と
湧
出
す
る
温
泉
に
一
浴
ぜ

Ｌ
気
持
、
賓
に
筆
紙
に
つ
く
し
難
し
。

白
山
の
族

（
其
二
）

木 富 丹 高

十
五
琥

一一　
競

三
　
統

十
三
眺

時
　
一
面

波
　
一
面

岡
　
一
面

本
　
一
面

山
　
一
面

井
　
一
面

宇
治
山
田
　
十
四
琥
　
高
見

和
歌
山
　
　
一
　
脱
　
櫻

う
と
′
ヽ
と
ま
ど
ス
み
し
も
束
の
間
、

午
後
十

一
時
温
泉
を
後
に
、
念
々
白
山
を

目
指
し
て
登
行
を
開
始
す
。
雅
て
カ
ン
ク

ラ
谷
の
雲
漢
を
登
り
了
る
頃
ほ
の
ぼ
の
と

明
け
渡
り

一
面
の
お
花
畑
に
は
チ
ン
グ
ル

マ
、
ナ
ノ
キ
ゾ
ョ
ザ
ク
ラ
、
ア
オ
ノ
ツ
ガ

ザ
ク
ラ
等
の
群
落
が
賞
に
日
も
醍
め
る
ば

か
り
な
り
。
六
時
頃
室
堂
に
つ
き
、
一
服
後

最
高
峰
御
前
峰
に
登
り
し
も
、
雲
霧
の
去

来
激
し
く
、
わ
づ
か
に
霧
の
は
れ
問
よ
り

北
ア
ル
プ
ス
を
望
見
越
し
の
み
。
同
夜
は

石
室
に
物
凄
い
風
雨
の
吐
び
を
き
ヽ
つ
ゝ

夜
を
明
か
し
、
再
び
御
前
峰
に
登
り
し
も
、

依
然
と
し
て
風
は
や
ま
す
霧
は
深
く
、
瞬

問
的
に
創
ノ
峰
、
大
汝
、
筆
ケ
池
は
洵
に

紳
秘
的
な
池
な
り
。
室
に
か
へ
り
荷
を
経

め
ち
白
山
温
泉
に
降
り
、
五
日
間
に
亘
る

旋
を
維
る
。

八
月
四
＝
白
山
温
泉
に
て
安
田
登
茂
次

鹿
島
川
よ
り
冷
池
に
到
る
新
道

今
夏
後
立
山
冷
池
小
合
附
近
か
ら
、
爺

岳
の

一
尾
根
を
博
つ
て
、
大
冷
澤
二
供
に

下
る
新
道
が
出
来
ま
し
アこ
か
ら
簡
単
に
御

通
如
致
し
ま
す
。

冷
池
小
合
か
ら
冷
乗
越
に
下
り
、
緒
ガ

ン
の
頭
を
越
し
て
構
上
る
と
、
左
に
中
岩

の
谷
の
上
手
に
径
を
見
出
す
。
少
し
下
れ

ば
尾
根
に
つ
き
、
草
斜
面
や
笹
斜
面
を
下

る
、
樹
林
は
丈
低
く
疎
ら
だ
か
ら
、
鹿
島

鎗
及
東
尾
根
の
南
面
や
北
又
谷
は
よ
く
見

え
る
。
尾
根
は
大
畿
緩
や
か
に
東
に
下
る

も
、
時
々
急
に
下
降
す
。
裡
は
時
折
西
澤

側
に
出
で
、
爺
岳
東
面
も
仰
望
し
得
る
。

下
り

一
時
間
許
り
で
深
い
樹
林
に
入
る
。

大
冷
澤
の
白
い
河
原
を
、
樹
柏
越
し
に
俯

跛
す
る
頃
よ
り
傾
斜
は

一
段
急
に
な
り
、

尾
根
の
突
端
の
す
ぐ
手
前
で
西
澤
に
下
る

一
丁
許
り
に
Ｌ
て
二
供
の
出
合
に
つ
き
、

獨
木
橋
で
左
岸
に
渡
る
。
此
虎
ま
で
冷
池

小
合
よ
り
約
二
時
間
四
十
分
を
要
し
、
水

場
は
無
く
、
指
導
標
は
未
だ
あ
り
ま
ぜ
ん

で
し
た
。

吹
原
不
二
雄

九
州
と
こ
ろ
ム
ヽ

族
先
に
て
一
筆
啓
上
仕
候
。
七
月
二
十

三
日
よ
り
九
州
に
参
り
候
。
何
と
い
ふ
こ

と
も
な
き
漫
然
た
る
族
に
候
も
、
小
生
九

州
は
新
参
な
れ
ば
と
こ
ろ
ス
ヽ

見
物

い

た
し
居
候
。
山
も
二
三
登
り
候
へ
ど
も
、

遺
憾
な
が
ら
別
段
の
こ
と
無
之
候
。
松
方

兄
の
「
ア
ル
プ
ス
と
こ
ろ
ん
ヽ
」
は
名
文
な

れ
ど
も
、
九
州
の
山
は
小
に
過
ぎ
て
到
底

文
章
に
は
な
ら
ざ
る
様
に
被
存
候
。
否
、

小
さ
き
は
獨
り
九
州
の
山
に
限
り
すこ
る
こ

と
に
は
あ
ら
し
、
最
早
今
日
と
な
り
て
は
、

絶
し
て
日
本
の
山
岳
さ
へ
そ
の
こ
と
に
御

座
候
。
小
生
敢
て
奇
を
好
み
て
批
語
す
る

課
に
は
あ
ら
ず
、
■
つ
は
ま
た
日
本
の
山

の
も
の
よ
さ
も
多
少
は
心
得
居
る
心
組
に

候
へ
ど
も
、
如
何
ぜ
ん
、富
士
と
日
本
ア
ル

プ
ス
は
烏
水
先
生
、
そ
の
他
の
山
は
亡
友

大
島
、
不
地
は
文
豪
花
袋

（
尤
も
花
袋
の

紀
行
す
べ
て
秀
作
と
に
限
ら
す
候
も
）
に

て
殆
ど
書
き
蓋
し
居
候
事
、
遺
憾
な
が
ら

掛
ふ
餘
地
な
き
事
賞
に
候
へ
ば
、
後
進
小

生
ら
書
生
ど
も
の
作
す
る
文
章
、
文
章
に

さ
へ
な
ら
ぎ
る
は
、
筆
に
非
す
人
に
あ
ら

す
、
既
に
書
く
と
こ
ろ
無
き
山
を
書
く
故

と
、
自
ら
は
慰
め
候
が
い
さ
さ
か
悲
惨
の

こ
と
に
思
召
候
は
す
や
。
邦
國
縦
に
山
多

く
し
て
面
も
山
無
き
の
感
あ
る
は
っ
営
に

然
る
べ
き
こ
と
と
被
存
候
。
御
意
見
如
何

に
候
や
。
僕
を
し
て
似
り
に
一
年
の
歳
丹

を
ヒ
マ
ラ
マ
山
中
に
過
ざ
し
め
な
ば
、
常

代
無
二
と
は
言
は
ざ
る
も
、
必
す
や
秀
逸

の
作
文
を
な
す
算
用
あ
り
と
、
去
る
日
戯

れ
に
友
に
語
り
し
こ
と
に
御
座
候
。
笑
止
。

閑
話
体
題
。
最
初
九
州
暑
中
の
暑
さ
に

は
、
い
さ
さ
か
閉
日
致
候
も
、
数
日
に
し

て
馴
應

い
た
し
候
後
は
、
さ
し
て
苦
痛
と

ｔ
覺
え
中
さ
す
候
。
唯
風
景
の
内
地
と
餘

り
愛
化
な
き
を
、
何
か
な
く
物
足
ら
わ
心

地
に
て
眺
め
居
候
。
そ
の
貼
、
天
草
は
多

少
面
白
か
る
べ
し
と
豫
想
い
すこ
し
候
も
、

鹿
兄
島
、
宮
時
な
ど
は
聞
き
た
る
程
の
こ

と
も
無
之
様
に
感
じ
申
候
ｃ
異
る
は
唯
言

葉
の
み
に
て
候
ひ
き
。
熊
本
な
ど
午
几
な

る
田
合
の

一
小
都
市
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ

も
御
座
無
く
候
。

一
つ
熊
本
城
址
ば
か
り

は
、
築
城
の
妙
さ
す
が
清
正
公
な
り
と
．

感
服
い
すこ
し
候
こ
と
に
御
座
候
。
人
吉
ょ

り
球
摩
川
下
り
も
試
み
候
ひ
し
が
、
三
急

流
と
は
申
ぜ
、
そ
の
趣
、
む
し
ろ
保
津
川

に
比
す
べ
く
、
天
龍
富
士
の
二
流
に
は
較

ぶ
べ
く
も
あ
ら
ざ
る
は
、
已
に
蘇
峰
分
も

銘
記
さ
る
と
こ
ろ
、
但
し
凍
味
と
鮎
味
と

は
満
喫
致
し
候
、
阿
蘇
は
昨
秋
大
演
習
行

幸
の
糊
、
道
路
横
張
し
た
る
由
に
て
、
現

噴
火
日
は
十
町
の
近
く
ま
で
自
動
車
を
通

じ
、
熊
本
よ
り
は
饉
か
二
時
間
に
て
達
し

候
。
火
山
學
的
に
は
興
味
多
き
こ
と
必
然

な
れ
ど
も
、
敢
へ
て
登
山
と
い
ふ
ほ
ど
の

こ
と
も
な
き
山
に
候
。
唯
、
放
牧
場
た
る

途
中
は
草
原
の
美
し
き
虎
に
御
座
候
。
霧

島
山
も
よ
き
登
山
道
あ
れ
ば
、
靴
な
ど
も

普
通
の
も
の
に
て
も
差
支
無
之
、
小
と
も

電話

(小石川)845● 207E

型 鋒 進 ニ

合 名 會 祀

美  満  津
本郷・ 赤門前

却 虫∝

…

二 〃 』 駐
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カ
ゾ
カ
ゾ
帽
子
に
借
物
の
各
脚
絆
に
て
、

多
数
の
登
山
者
に
互
し
て
登
り
候
。
こ
の

山
南
九
州
の
高
山
な
れ
ば
、
頂
上
は
さ
す

が
凍
風
に
汗
を
止
め
候
も
、
月
並
の
山
容

探
る
に
も
足
ら
す
、
小
生
こ
の

一
山
に
て

忽
ち
九
州
の
山
岳
を
了
解
致
候
ま
ま
、

の
山
々
に
登
り
た
き
希
望
１１
起
ら
す
な
り

申
候
。
すこ
だ
、
門
鐵
の
「
名
所
案
内
」
に
九

州
の
温
泉
中
眺
望
随

一
と
推
奨
せ
る
山

の
霧
島
温
泉
は
、
湯
も
豊
富
、
暑
熱
も

も
す
、
加
ふ
る
に
良
き
俯
角
も
て
鹿
兄
島

潟
を
望
む
展
望
は
格
別
に
て
、
小
生
多
く

他
を
知
ら
ざ
れ
ば
随

一
か
否
か
は
暫
く
お

く
も
、
確
か
に
、
樹
木
批
麗
な
る
山
中
の

格
恰
な
る
温
泉
に
て
候
ひ
き
。

豊
富
な
る
史
蹟
に
は
開
心
を
も
た
ざ
る

比
度
の
如
き
普
舶
の
旅
行
限
を
以
て
す
れ

は
、
概
し
て
九
州
の
風
物
は
平
几
の

一
語

に
豊
く
べ
し
と
被
感
候
事
に
御
座
候
。
雲

仙
、
長
時
、
天
草
も
廻
り
た
く
存
居
候
も

こ
の
方
は
未
だ
確
定
仕
ら
す
候
。
と
に
か

く
八
月
十
日
迄
に
は
婦
京
致
す
べ
く
、
書

餘
は
何
れ
奔
眉
の
節
に
譲
り
候
。
熊
本
近

准
な
る
武
蔵
居
士
の
墓
を
訪
ひ
た
る
折
の

駄
句
、
お
笑
草
に
書
信
の
結
尾
と
代
へ
申

候
。
草
々
頓
首

青
草
を
焼
く
や
木
立
の
大
刀
の
塚

八
月
二
日
熊
本
に
て

伊
藤
秀
五
郎

會
緯
朝
日
岳
の
遭
麟
者

八
月
下
旬
、
理
化
學
研
究
所
員
町
田
敏

男
氏
は
會
津
朝
日
岳
に
て
行
方
不
明
を
偉

へ
Ь
れ
、
其
後
捜
索
の
結
果
、
九
月
二
日

銀
山
平
須
原
口
下
流
約
二
塁
の
地
鮎
に
て

溺
死
饉
登
見
せ
ら
れ
た
り
。
氏
の
行
程
は

朝
日
岳
、
丸
山
嶽
を
維
走
袖
澤
支
流
北
澤

を
下
り
て
、
只
見
川
本
流
の
徒
渉
に
て
、

流
さ
れ
た
る
も
の
と
推
測
さ
る
。
詳
細
は

近
く
山
岳
に
発
表
の
豫
定
。角

田
　
吉
夫

雨
の
日
光
よ
リ

九
月
二
十
三
日
自
動
車
と
ケ
ー
プ
ル
に

て
中
諄
寺
雨
の
湖
上
を
千
手
ケ
原
西
ノ
湖

に
向
ふ
。
そ
れ
よ
り
外
山
澤
小
田
代
原
の

森
林
を
組
て
龍
頭
瀧
附
近
の
宿
に
泊
。
二

御

通

知

住
所
羹
更
遍
知

大
東
京
市
域
改
正
に
就
て
、
従
来
の
市

外
の
大
部
分
は
東
京
市
に
編
入
せ
ら
れ
た

り
、
右
に
依
る
會
員
の
住
所
憂
更
は
、
會

員
名
簿
作
成
に
際
し
て
も
必
要
有
之
、
三

急
必
ず
御
通
知
あ
り
度
し
。

小
集
會
開
催
通
知
其
他
に
就
て

従
来
小
集
會
其
他
の
會
員
に
封
す
る
通

知
は
其
都
度
郵
便
を
以
て
報
告
ぜ
し
も
、

會
報
登
行
後
は
、
可
成
會
報
を
以
て
之
に

営
れ
り
、
未
だ
此
主
旨
會
員
全
般
に
徹
底

ぜ
ぎ
る
憾
あ
り
、
自
今
、
諸
通
知
は
會
報

に
依
る
方
針
な
り
。

十
四
目
曇
り
、
戦
場
ケ
原
を
三
本
松
よ
り

御
澤
に
入
り
太
郎
山
に
登
る
霧
の
篤
眺
望

不．
可
降
つ
て
志
津
小
屋
に
着
。
二
十
五
日

久
々
で
快
晴
大
員
名
子
、
小
員
名
子
、
富

士
見
峠
に
て
豊
仮
帝
繹
山
、
女
峰
山
に
登

る
充
分
な
眺
望
を
得
下
山
の
途
中
猛
烈
事

雷
雨
に
遭
ひ
づ
ぷ
わ
れ
に
て
夜
十

一
時
頃

無
事
目
光
町
梅
屋
敷
に
着
二
十
六
日
快
晴

東
照
宮
二
荒
紳
泄
を
参
葬
夕
方
婦
京
。

爽
木
猪
之
吉

美津濃ワスキー.靴.豫約開始

.r゛

゛

スキーの御用意のシーズンででcス キー●スキー靴は御使用前の完全なる

御手入が肝要です。故に御準備は一時 も早 くなさる1事を御奨め致 します。
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スキー用具品揃

東
京
店
開
業
小
川
町
ビ
ル
三
階
⌒西
日
）

山とスキー具専門

好  日 山 荘
大阪市北匡堂ビル前大阪貯蓄三階

西 岡 一
東京市神田匡小川町電停前

海 野 治

Schenk
Hiisler

SKI
SKIま〕IIUHE
RUCKSACK

Jёerg
IIupLuF
東北帝大

(ニ ツケルクローム)

STEIGEISEN
SEILE
BERG〔ЮiHUHE

雄
小川町ピノレニ階
良

編

輯

後

記

豫
て
誉
林
署
に
出
頗
中
で
あ
つ
すこ
穂
高

唐
澤
に
建
設
せ
ら
る
、
本
含
山
小
屋
の
敷

地
が
、
漸
く
本
月
七
日
附
で
許
可
が
下
り

た
こ
と
は
、
洵
に
御
目
出
度
い
こ
と
で
御

同
慶
に
堪
え
な
い
。

之
で
愈
々
本
式
に
計
董
を
進
め
て
り
か

れ
る
詳
で
、
右
に
就
て
非
常
に
骨
を
折
つ

て
来
ら
れ
た
、
山
小
屋
委
員
の
方
々
に
厚

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
曾
員
諸
君
の
御
後

援
を
切
に
希
望
し
て
已
ま
ぬ
次
第
で
あ
る

夕％

葬

″́′ん
′（待

ゴ́
′
Ｆ

ノ
″
多
ア
・タ

美満洋
ハ
ロ

市
′:ヽ

登
山
口
腱
調
査
（追
加
其

一
）

「
山
日
記

一
九
三
二
年
版
」
嚢
行
後
に
調

査
し
すこ
ろ
登
山
口
畿
左
記
の
通
り

東
鐵
ス
キ
ー
山
岳
部
　
ａ
狸
町
歴
丸
ノ

東
京
鐵
道
局
　
ｂ
同
局
運
輸
課
放
客
掛

長
　
ｃ
一
九
三
二
　
ｄ

一
三
二
名

ｅ
年

一
回

題
信
山
岳
會
　
ａ
東
京
通
信
省
内
　
ｂ
平

井
出
貞
三
　
ｃ
一
九
二
九
　
ｄ

一
九
二

五
名
　
ｅ
會
報
年
二
回

東
京
山
岳
聯
盟
　
ａ
東
京
本
郷
六

四
　
ｂ
中
村
孝
蔵
　
ｃ
一
九
三
二

加
盟
回
盤
左
記
の
通

（
合
計
五
〇
〇
名

開
東
ア
ル
ペ
ジ
ス
キ
ー
タ
ラ
ブ

山
の
放
會

ヤ
マ
ト
山
岳
會

山
人
タ
ラ
プ

テ
ク
ロ
ー
山
岳
會

武
蔵
山
岳
含

城
南
旗
行
登
山
會

東
京
山
彦
山
岳
會

東
京
山
嶺
會

東
京
登
山
含

ｅ
月
報
「
報
告
一及
「
年
報
」

山
族
會
　
ａ
東
京
市
芝
匡
高
輪
南
町
三
〇

澤
智
子
方
　
ｂ
同
上
　
ｃ
一
九
二

一
、

ｄ
十
五
名
　
ｅ
山
族
毎
月

一
回

在
漢
流
會
　
ａ
東
京
市
日
本
橋
匡
濱
町

一

丁
目
二
　
ｂ
菅
沼
志
朗
　
ｃ
一
九
二

一

ｄ
二
三
名
　
ｅ
讚
岳
年
二
回

宇
都
宮
高
等
農
林
學
校
山
岳
部

ａ
同
校
内
　
ｂ
鈴
木
秀
雄
　
ｃ
一
九
二

〇
年
　
ｄ
三
〇
名
　
ｅ
校
友
會
時
報

下
野
山
岳
會
　
ａ
栃
木
縣
朧
内
　
ｂ
知
事

ｃ
一
九
二
七
年
　
ｄ

一
五
〇
名

ｅ
下
野
山
林
會
艤

阪
紳
山
岳
會
　
ａ
大
阪
市
北
匠
東
梅
田
町

‘ｂ
米
澤
牛
歩
　
ｃ
一
九
二
〇
　
ｄ
四
〇

ｅ
山
幸
年

一
二
回

ベ
ル
グ
・
タ
レ
ツ
テ
ル
・
フ
エ
ラ
イ
ン

ａ
神
戸
市
　
ｂ
須
々
木
勝
年
　
ｃ
一
九

二
七
年
　
ｄ
二
二
名

雄
鳳
會
　
ａ
山
梨
縣
北
亘
摩
郡
穴
山
町

ｂ
島
津
壽
隆
　
ｃ
一
九
二
七

ｄ

一
五
〇
名
　
ｅ
日
本
南
ア
ル
プ
ス

都
島
工
業
學
校
々
友
會
山
岳
部

ａ
大
阪
市
北
匠
善
源
寺
町
三
丁
目

ｂ
三
浦
秀

一
郎
　
ｃ
一
九
二
六

ｄ
五
Ｏ
　
ｅ
ア
ン
ザ
イ
ン
ン
年
二
回

第

【
銀
行
ス
キ
ー
部
　
ａ
京
都
市
鳥
丸
三

條
角
同
行
内
　
ｂ
高
林
宗

一

ｃ
一
九
二
〇
　
ｄ
二
五
名
　
Ｅ
Ｄ
Ｓ
Ｃ

長
岡
高
等
工
業
學
綾
山
岳
部
　
ａ
同
校
内

ｂ
日
午
部
富
抜
　
ｃ
一
九
二
九
・

ｄ
二
五
名
　
ｅ
年

一
回

鳥
願
山
の
會
　
ａ
鳥
取
市
西
町
　
ｂ
同
市

上
魚
町
吉
村
秀
治
　
ｃ
一
九
二
九
年

ｄ

一
三
八
名

熱
田
ス
キ
ー
倶
業
部
山
岳
部
　
ａ
同
市
南

匡
熱
田
木
之
免
町
　
ｂ
鬼
頭
六
一
郎

ｃ
一
九
二
〇
　
ｄ
二
〇
名

名
古
屋
璧
科
大
學
山
岳
部
　
ａ
名
古
屋
市

同
大
學
内
　
ｂ
未
定
　
ｃ
一
九
二
〇

ｄ
二
〇
名

董
壼
山
岳
會
　
ａ
金
澤
市
　
ｂ
辰
巳
陽

一

ｃ
一
九
二
九

ｄ
三

一
名
　
ｅ
年

一
回

金
澤
商
業
學
校
山
岳
部
　
ａ
金
澤
市

ａ
藤
垣
倍
　
ｃ
一
九
二
二
　
ｄ
五
〇
名

ｅ
校
友
會
誌
年

一
回

二
重
縣
立
松
阪
商
業
學
校
山
岳
部

ａ
同
縣
松
破
町
　
ｂ
村
井
精

一

ｃ

一
九
一
一
【
　

ｄ

昭
和
七
年
十
月
十
七
日
印
刷

昭
和
七
年
十
月
二
十
日
破
行

撤輯賄刷嫌　角．　
田

不 東
二京
屋市
ビ芝
ル匠

琴
李

町
夫

獲

行

所

會 日

報本

編山

輯岳

所會

(所刷印散交和)



19-附録 1

日

本

山

岳

會

国

書

室

文

庫

固

書

目

録
（和

書

之

部
）
第
一輯

含

報

十

九

琥

附

録

昭
和
七
年
九
月
二
十
五
日
現
在

著
　
　
者
　
　
題
　
　
　
名
　
　
犠
断

愛

場
　
秋

文
　
日
本
ア
ル
プ
ス
　
昭

二

天

沼
　
俊
　
一　
埃
及
紀
行
　
　
　
昭

二

青

木
　
純

一一　
山
の
偉
説
　
　
　
昭

ニ

青

木
　
文

教
　
西
蔵
遊
記
　
　
　
大

九

青
木
　
恒
二
郎
　
萬
國
名
所
固
結

Ｉ
Ｉ
Ⅷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
二七

声

田
　
伊

人
　
大
日
本
地
誌
大
系

巻

一
―
各
九
　
容
十
六
―
巻
二
十

巻
二
十
二
―
容
三
十
　
　
　
　
　
昭

四

ジ
む
ゾ
●
バ
チ
エ
ラ
ー

ア
イ
ヌ
語
よ
り
親
た
る
日
本
地
名
研

究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

四

別
所
　
梅
之
助
　
石
を
積
む
　
　
　
昭

六

別
所
　
梅
之
助
　
山
の
し
づ
く
　
　
大
三

武

供

世

界
　
山
河
跛
渉
競
　
　
大

八

文
藝
倶
業
部
零
刊
　
放
之
友
　
　
　
明
三

地
球
特
別
琥
　
温
泉
脱
　
　
　
　
大
三

遅
塚
　
金
太
郎
　
ふ
と
こ
ろ
説
　
　
明
元

遅

塚
　
麗

水
　
山
水
供
養
　
　
　
大

三

園
藝
之
友
臨
時
増
刊
（第
二
年
十
琥
）

高
山
植
物
　
　
　
明
元

財
国
法
人
富
士
文
庫
　
富
士
文
庫
第

一

巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
三

藤

本
　
九

〓
一　
山石
登
り
術
　
　
　
大
西

藤

木
　
九

二
　
彗
・
岩
・
ア
ル
プ
ス

昭
五

藤

木
　
九

一二
　
雲
表
　
　
　
　
　
昭

六

藤

本
　
九

二
　
槍
穂
高
岩
登
り
　
昭

六

藤

木
　
九

一二
　
屋
上
登
攀
者
　
　
昭

ロ

藤

島
　
廣

蒲
　
富
嶽
紀
行
　
　
　
明
三

一藤

田

信

道
　
ア
ル
プ
ス
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
虎
女
峰
登
攀
史
　
　
　
　
　
　
昭

六

深
才
村
役
場
　
深
才
郷
土
誌

　

昭

四

祠

澤
　
桃

介
　
槍
ケ
岳
を
中
心
と
し

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
三

而
島
山
岳
ス
キ
ー
倶
業
部
　
吾
妻
、
磐

梯
、
五
色
、
沼
尻
　
　
　
　
　
　
昭

六

．而
澤
　
喩
吉
課
　
世
界
國
蓋
　
全
五
巻明

二

一臓

澤
　
鍮

吉
　
改
謄
排
　
　
　
　
明

六

船

田
　
一手
郎
　
岩
登
　
　
　
　
　
昭

五

船

田
　
一二
郎
　
ス
キ
ー
登
山
　
　
昭

四

後
藤
　
朝
太
郎
　
日
本
よ
り
支
那
ヘ

濱

田
　
青

陵
　
希
臓
祀
行
　
　
　
大

七

花

見
　
朔

巳
　
大
日
本
地
誌
大
系

新
編
會
津
風
土
記
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
昭

七

原

田
　
光

夫
　
■
本
探
検

〔
世
　
”口
』ヽ

松

山
　
思

水
　
界
探
検
全
集
〕
　

晰

メ

原

田
　
光

夫
　
日
本
ア
ル
プ
ス
　
大
三

原
　
日
　
　
一予
　
赤
石
白
峰
山
脈
縦
横

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

七

日
　
野
　
　
弧
　
伊
撃
紀
行
上
容

目
記
之
部
下
巻
　
地
誌
之
部
　
　
明
里

手

賀
　
文

男
　
日
本
南
ア
ル
プ
ス

（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

三

李

賀
　
文

男
　
南
ア
ル
プ
ス
と
其
漢

谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

廣
田
　
戸
七
郎
　
ス
キ
ー
ジ
ヤ
ム
ピ
ン

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

朋
　
文

　
堂
　
山
の
手
帖
　
　
　
昭

六

北
海
道
帝
國
大
學
文
武
會
ス
キ
ー
部

大
文
武
會
ス
キ
ー
部
　
ス
キ
ー
術
教

程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

七

本
間
　
不
二
男
　
信
濃
中
部
地
質
誌

昭
六

國

ヨ
ー
ネ

足
　
義

村
　
正

戸
、
河

谷
・田田

ス
キ
ー
術
階
梯

大
ス
キ
ー
部
　
十
五
周
年
記
念
競

レ
零
　
地
　
形
　
論
　
１
５

酢
癬
　
全
　
四
　
巷
　
巳

．ｃ

東
　
日
本
ア
ル
プ
ス
　
」ヽ

いヽ

川
　
縦
断
記
　
　
　
　
ノ

メ

清
　
山
（
詩
集
）
　

　

昭

六

博
　
山
へ
漢
谷
へ
　
　
昭

六

茂
雄
　
富
士
の
歴
史

〔
富
士
の
研
究
Ｉ
〕
　
　
　
　
　
昭

三

井
野
邊
　
茂
雄
　
富
士
の
信
仰

〔
富
士
の
研
究
Ⅲ
〕
　
　
　
　
　
昭

三

井

上
　
雅

二
　
中
央
亜
細
亜
族
行
記明

長

井

上
　
回

了
　
日
本
周
遊
奇
談
　
明
日

石
内
　
篤
次
郎
　
箱
根
八
里
　
　
　
大

二

石
上
　
録
之
助
　
峰
郷
山
嶽
め
ぐ
り
大
一ｏ

石
原
　
初
太
郎
　
富
士
の
地
理
と
地
質

〔
富
士
の
研
究
Ｖ
〕
　
　
　
　
　
昭

三

石

井
　
勇

義
　
高
山
植
物
親
察
と
栽

培
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

石

川
　
欣

一　
山
へ
入
る
日
　
　
昭

ロ

石

倉
　
重

維
　
日
光
名
所
固
　
　
明
二五

磯
　
　
　
　
清
　
随
筆
吉
備
曖
語
　
昭

二

一
水
會
パ
ゾ
フ
ン
ツ
ト
第

一
輯

造
園
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

あ

板

倉
　
勝

宣
　
山
と
彗
の
日
記
二
部昭

五

伊
　
藤
　
懸
識
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
挑
戦
し

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

伊
藤
　
秀
五
郎
　
風
景
を
歩
む
（詩
集
）昭

三

伊
　
藤
　
　
修
　
最
北
の
日
本
へ
（
ヵ

奈
川
縣
大
箱
根
國
立
公
園
協
含
編

大
箱
根
訓
立
公
園
　
　
　
　
　
　
昭

五

納
　
一
郎
　
氷
と
雲
　
　
　
　
昭

四

子
木
　
員
信
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
　
　
　
大

九

子
木
　
員
信
ア
ル
ペ
ゾ
行
　
　
　
大

三

萱

原
　
鐵

太
郎

　
中
蒲

原
郡
山
岳
誌

昭

ロ

ム
サ
ツ
カ
見
聞
記
）

ヤ
パ
ゾ
●
ツ
ー
リ
ス
ト
●
ピ
ユ
ロ
ー

放
程
と
費
用
概
算
　
　
　
　
　
　
昭

三

田
　
直

治
　
墓
湾
中
央
山
脈
横
断

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

三

時
檜
刊

」Ｌ
岳
の
驚
異

昭

六

學
書
報
臨
時
構
刊

昆
贔
の
驚
異

昭

六

場
　
越

一僻
　
山
岳
大
湖
　
　
　
昭

六

造
　

祀
　
日
本
地
理
大
系

Ｉ
Ｉ
ロＩ
Ⅷ
　
別
巻
Ｉ
Ｉ
‐―
ヽ
　
　
昭

五

竹

節
　
作

大
　
新
し
い
ス
キ
ー
術

昭
五

ル
著

マ
ツ

タ

ー

ホ

召

二

郎
詳

ル
ジ
を
争
ふ

噺

ョ

大
三

坦
距
共
　
阿
蘇
山
の
地
學
　
月
一⊃

刺
賄
著
　
的
研
究
　
　
　
　
ロニく

大
三

田
保

一香河．河．高一河高河

富
士
目
記

立
山
群
峰

黒
部
漢
谷

飢
谷

双
六
谷

後
立
山
連
峰

文
化
〓

昭

四

昭

三

昭

四

昭

五

昭

六

日
畑

田
畑

田 田 藤 川

棟 棟   咄 111争

材槙 材禎 偵 堂 一

雨
‐
麗 殉口  乖叩 冠

‐
冠 冠 冠 :冦 加

t tA fA tA tL ftL),
次 次 次 久 次 季喜t
郎 郎 郎 郎 郎 鷹

ハゼ

奥
秩
父
と
共
附
近

昭
六

孫
治
郎
　
乗
鞍
嶽
上
十
日
記
大
一ｏ

口
　
彗

海
　
西
蔵
旅
行
記
　
　
明
三七

河
東
　
碧
梧
桐
　
日
本
の
山́
水
　
　
大

口

地
形
學
入
門
　
　
昭

六

旗
か
ら
族
　
　
　
大

四

山
に
憩
ふ
　
　
　
昭

六

東
京
附
近
の
山
々

昭
六

小

島
　
鳥

水
　
氷
河
と
萬
年
彗
の
山

（
限
定
特
製
版
第
四
十
八
番
）
　

昭

七

小

島
　
鳥

水
　
氷
河
と
高
年
雲
の
山昭

二

小

島
　
鳥

水
　
木
蘭
舟
　
　
　
　
明
元

國

府
　
犀

東
　
不
二
一
月
　
　
　
明
四〇

國

府
、
野

村
　
南
ア
ル
プ
ス
の
彗
に

消
た
し
賓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

克
　
明
　
會
　
迫
憶

（
中
野
克
明
氏

追
憶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

小
　
松
　
　
榮
　
富
士
と
ア
ル
プ
ス
昭

六

長
野
縣
小
諸
議
常
高
等
小
學
校

東
　
乗
五
郎
支
那
に
遊
び
て
　
　
大

九

田
　
　
枝
　
一
日
二
日
山
の
旋
大
三

の
登
山
研
究
會
　
近
畿
の
登
山
大
三

下
　
　
糾
　
米
国
ア
ル
プ
ス
踏
破昭

六

星

　

堂
　
登
山
、
キ
ヤ

ツ
プ
昭
兵

田
、
矢

部
　
富
士
の
動
物
、
植
物昭

三

淳

一
郎
　
四
國
ア
ル
プ
ス
　
大
一四

淳

一
郎
　
山
の
話
　
　
　
　
昭

二

秋
元
　
隆
邦
　
最
近
の
ス
キ
ー
術

昭
五

小
秋
元
　
隆
邦
　
銀
盤
に
描
く
　
　
昭

五

火
山
　
　
　
　
　
昭

ロ

大
彗
山
　
　
　
　
大
三

浮
世
結
と
風
景
書
大

五

雲
表
　
　
　
　
　
明
四〇

富
士
山
大
親
　
　
明
四〇

′」ヽ ′Jヽ

島 島

烏 烏

水 水

日 口1

本 水
山 無
水 蓋
論 蔵

明 明

月ヽ 月ヽ

島 島

烏 烏

水 水

銀 易
河 頭

だヽ
景

明 明

だヽ ′」ヽ

島 島

烏 烏

水 水

不 不

山 山

明 明

′L ′ヽ

月ヽ

島

烏

水

|_11

水
美
諭

明

言巳

小
林
　
房
太
郎

小

泉

秀

雄

小

島
　
烏

水

小

島

鳥

水

小
島
烏
水
補
修



19-附録 2

湊
間
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
四〇

小
　
西
　
　
和
　
日
本
の
高
山
植
物
明
元

小
　
西
　
　
和
　
瀬
戸
内
海
諭
　
　
明
日

河

野
　
齢

蔵
　
高
山
研
究
　
　
　
昭

二

小
　
山
　
　
博
　
山
の
犠
牲
附
山
嶽
登

攀
心
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

五

窪

田
　
空

穂
　
日
本
ア
ル
プ
ス
ヘ

大
五

熊
澤
正
夫
他
四
名
　
登
山
と
キ
ヤ
ム
ビ

ジ
グ

熊

澤

正

夫

黒

田

正

夫

黒

田

初

子

婦 登 上
人 山 高
の 術 地
山
と
ス
キ

昭

六

昭

五

昭

七

昭

七

熙

剛
　
柾

微
　
山
之
素
一描
　
　
　
　
昭

六

教
育
學
術
研
究
會
（
田
中
六
蔵
）

難
峰
富
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

二

前

田
　
曙

山
　
高
山
植
物
叢
書

第

一
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
四ｏ

根
　
　
有
　
恒
　
山
行
　
　
　
　
　
大
三

構

田

健

三
　
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ

松
原
　
岩
五
郎
　
日
本
名
勝
地
誌

北
海
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
三
四

松

井
　
幹

雄
　
大
菩
薩
連
嶺
　
　
昭

四

松

川
　
一一
郎
　
山
の
民
謡
、
海
の
民

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

二

松

本
　
唯
　
一
　
大
阿
蘇
の
新
研
究

昭
七

松

尾
　
秀

一　
武
蔵
ア
ル
プ
ス
　
昭

六

松
　
浦
　
　
厚
　
富
士
岳
麓
回
湖
記

大
五

松

山
　
棟

奄
詳
　
地
學
事
始
　
全
二

巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

三

二

木
　
高

山令
　
山
岳
征
服
　
　
　
昭

四

水
野
　
詳
太
郎
　
山
野
ス
キ
ー
術
教
本昭

六

宙

地
、
廣

野
　
溌
間
紳
識
の
歴
史

昭
四

三
　
好
　
　
學
　
日
本
高
山
植
物
　
月
ヨ

牧
野
　
富
太
郎
　
固
譜
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｅ

み
づ
ゑ
山
岳
抗
　
　
　
　
　
　
　
　
大

六

文
部
大
臣
官
房
盤
育
課
　
ア
マ
チ
ユ
ア

に
開
す
る
規
程
集
録
　
　
　
　
　
昭

七

向
島
　
豊
之
助
　
飛
騨
探
勝
　
　
　
大

九

村

井
　
弦

齋
　
木
曾
の
紳
秘
境
　
大

九

内
務
省
術
生
局
　
國
立
公
園
　
　
　
昭

二

長

田
　
秋

濤
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
探
険
明
三二

長
　
田
　
　
進
　
費
用
ス
キ
ー
術
　
昭

六

中
島
　
吉
太
郎
　
博
説
の
上
州
　
　
昭

七

申

村
　
秋

季
　
ホ
イ
ツ
ト
ネ
征
服
記昭

六

中

里
　
介

山
　
千
年
経
の
下
に
て

昭
三

中
澤
　
英
夫
編
　
山
に
眠
る

（
中
澤
達

夫
氏
追
想
像
）
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

新
島
　
章
男
編
　
山
の
ス
ケ
ツ
チ
　
昭

六

日
本
歴
史
地
理
學
會
編
　
箱
根

（歴
史

地
理
臨
時
続
）
　
　
　
　
　
　
　
明
四三

日
本
山
岳
會
　
山
日
記
（
昭
五
）

日
本

山
岳
會
　
山
口
記
（
昭
六
）

野
村
賓
（遺
稿
）

み
の
る
　
　
　
　
昭

五

野
　
中
　
　
至
　
富
士
案
内
　
　
　
明
三
四

納

富
　
重

雄
　
山
の
鍵
　
　
　
　
昭

六

野

時
　
左

文
　
日
本
名
勝
地
誌

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅷ

Ｉ

Ｘ

　

　

　

　

明

三

四

―

三

八

ブt メ(月 月ヽヽ

橋
原

菅川

乙落廣煙
雨 編 眸雨

千 銀 め東

大

橋

乙

雨

大

泉

黒

石

岡
　
　
大
　
仲

氏
追
悼
）

岡

田

武

松

岡

本

勇

治

原
山

岡

村

利

平

の

一

大

町

．桂

月

鯨
螂
外
名
所
　
大

五

山
手
と
尾
瀬
沼
大
一四

山
萬
水
　
　
　
明
三

績
千
山
高
水
　
　
明
量

山
と
峡
谷
　
　
　
昭

六

母
故
々
路

（
岡

一
男昭

六

気
象
學
講
話
　
　
昭

三

世
界
の
名
山
大
蔓
ケ大

三

飛
騨
史
料
維
新
前
後昭

二

箱
根
山
　
　
　
　
大

一

大 大 大 大重 志 志 志 志 志

田 賀 賀 賀 賀 賀

定 重 重 重 重 重

一 昂 昂 昂 昂 昂

静

親

道

人

晴

林

堂

版

開
　
露
　
香

開
　
露
　
香

志

賀

重

昂

容
―
第
八
巻

森佐笹 笹

丑
藤

森 川

大落俵違
郎郎助 雄

中
前

響繁
郎 義

富 山
士 人
行
者
身
藤
之

町 町

桂 桂

月 月

山 富
水 士
大 行
親

大

八

大

六

昭

三

博

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

七

大

島
　
亮

士口
　
山
、
研
究
と
随
想

昭
五

大

田
　
行

蔵
　
憧
れ
の
キ
ヤ
ム
ビ
ン

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

大

田

行

蔵

登
山

　

　

　

昭

四

大
谷
亮
吉
編
著
　
伊
能
忠
敬
　
　
　
大

六

欧
脚
一ダ

．卸
餃
爾
　
西
蔵
　

　

　

明
三七

尾

時
　
紅

葉
　
煙
霞
療
養
　
　
　
明
三七

歴
史
地
理
　
増
刊
　
伊
豆
牛
島
　
　
大

三

歴

史
　
地

理
　
富
士
山
銃
　
　
　
大

九

坂

部

護

郎

雲
の
工
者
シ
ユ
ナ
イ

ダ
ー
は
語
る
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

坂

戸
　
勝

巳
　
日
本
山
岳
文
　
　
”コ
ニ

清

水

忠

雄

献
ノ
ー
ト
　

　

晰

４

佐
久
問
　
政

一
　
セ
ガ
ン
テ
イ
ニ
　
大
一ｏ

櫻
井
　
業
大
郎
　
甲
州
案
内
　
　
　
明
元

櫻

井
　
史

郎
　
山
の
道
難
防
過
方
法昭

六

ス
キ
ー
イ
ン
グ
　
昭

甲

千
島
探
検
　
　
　
明
景

箱
根
大
親
　
　
　
明
里

富
岳
志
　
　
　
　
明
四
一

北
海
道
の
山
岳
　
昭

六

印
度
探
検
　
　
　
大

三

中
亜
探
検
　
　
　
大

一

志
賀
重
昂
全
集
第

一昭

三

地
理
講
話
　
　
　
明
元

日
本
風
景
諭
　
　
明
二五

世
界
山
水
固
説
　
明
日

績
世
界
山
水
固
説
大

五

河
及
湖
澤
　
　
　
明
三
』

厳
島
誌
　
　
　
　
明
日

高
柳
、
澤
田
、
柴
＝
　
富
士
の
文
學
、

美
術
Ｄ
激
蹟
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

ロ

武

田
　
久

吉
　
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
　
昭

五

武

田
　
久

吉
　
高
山
植
物
　
　
　
大

六

武

田
　
久

吉
　
高
山
杭
物
の
話
　
大
三

武
田
久
吉
，
小
林
義
秀
　
富
十
山
　
昭

六

竹

内
　
直

馬
　
朝
鮮
金
剛
山
探
勝
記大

三

．島

田
　
定

和
　
日
本
名
勝
地
誌
　
一刈

蔓
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
三
四

一』一
』
刺

次

鴎
一　
ゃ
ま
　
　
　
　
　
　
明
四ｏ

志

村
　
鳥

山領
　
千
山
萬
岳
　
　
　
大

三

・志
　
村
　
　
寛
　
高
山
植
物
採
集
及
培
養

法
（
二
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
明
里

・新

光

祀

編
　
日
本
ア
ル
プ
ス
　
昭

六

篠

原
　
良

雄
　
昇
仙
峡
詩
文
抄
　
明

二

新

小

説
　
絆
刊
　
漫
遊
之
友
　
　
明
三

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
含

上
高
地
天
然
記
念
物

訓
査
報
告
　
　
　
昭

三

白
井
　
光
太
郎
　
精
訂
日
本
博
物
學
年

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
四
一

小
　

閣

　
民
　
富
士
山
奇
期
　
　
明
量

ス
ポ
ー
ツ
七
月
精
刊
　
登
山
と
キ
ヤ
ム

プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

菅
沼
　
逹
太
郎
　
東
京
近
郊
の
山
と
漢昭

六

．菅
沼
　
逹
太
郎
　
山
岳
服
装
近
代
色
昭

七

住

友

山
岳
會
　
近
畿
の
山
と
谷
　
昭

七

．橘

南
　
鉾

子
　
東
遊
記
　
　
　
　
明
一元

橘

南
　
鉛

子
　
西
遊
記
　
　
　
　
明
元

太
　
　
　
　
陽
　
日
本
山
水
大
親
　
大
三

一田
島
　
勝
太
郎
　
山
行
記
　
　
　
　
大
三

一一高
木
　
菊
二
郎
　
日
本
地
固
測
量
小

一̈
六

高

橋

次

郎

ア
ー
ル
ベ
ル
グ

ス
キ
ー
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

ロ

高

橋
　
翠

郊
　
誰
に
も
出
来
る

ス
キ
ー
五
十
種
　
　
　
　
　
　
　
昭

ロ

高

畑
　
棟

材
　
山
を
行
く
　
　
　
昭

五

高
　
頭
　
　
式
　
日
本
山
嶽
志
　
　
明
二
九

高
頭
　
式
編
著
　
日
本
太
陽
暦
年
表
上
ｂ

下
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
′大
九
―
一〇

高

頭
　
義

明
　
御
図
の
咄
し
　
　
大
西

田

邊
　
主

計
　
エ
ヴ
ヱ
ン
ス
ト
登
山

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

田

部
　
重

治
　
日
本
ア
ル
プ
ス
と

秩
父
巡
諄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
一ｏ

田

部
　
重

治
　
山
と
漢
谷
　
　
　
昭

五

田

部
　
重

治
　
山
と
漢
谷
（
普
及
版
）昭

七

田
部
　
重
治
編
　
ス
キ
ー
の
山
族
　
昭

五

田

部
　
重

治
　
峠
と
高
原
　
　
　
昭

六

田
中
　
阿
歌
麿
　
趣
味
の
湖
沼
皐
・

大
〓

田
中
　
阿
歌
麿
　
日
本
ア
ル
プ
ス
湖
沼

の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

五

田
　
中
　
　
薫
　
登
山
　
　
　
　
　
昭

四

田

中
　
六

蔵
　
雲
峰
富
士
　
　
　
昭

二

探

粉

世

界
　
雪
中
富
士
登
山
統
明
里

玉

井
　
紅

龍
　
山
河
拾
四
州
　
　
明
里

田

山
　
花

袋
　
日
本
名
勝
地
誌

琉
球
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
三
四

帝

大

山
の
倉
　
ス
キ
ー
の
理
論
と

技
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

六

鐵

　

道
　

省
　
日
本
北
ア
ル
プ
ス

登
山
案
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
三

百

道

省

車

ン
テ

の

仕
方
と
其
場
所
　
　
　
　
　
　
　
昭

三

東
亜
倶
業
部
編
　
中
華
三
千
哩
　
　
大

九

東
京
地
學
協
會
　
地
學
論
叢

ヘ
デ
イ
ン
腕
　
　
　
　
　
　
　
明
〓

（
未
完
）
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